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論 文 要 旨 

本論文は，日本の企業でのインターンシップに参加した外国人留学生による学びに関す

る実証的研究である。日本におけるインターンシップは，近年その機能的定義付けが不安

定なまま，量的拡大の一途をたどっている。しかしながら，これまでの研究の多くは大学

機関，公的機関，民間企業などによる質問紙調査を用いた成果報告となっており，ビジネ

ス実践を通した学びを精緻に検証したものとはいえない。そのような現状を踏まえ，本研

究では，大学領域と企業領域の間を往還するインターンシップ参加留学生の学びを質的に

探求し，その考察から今後の大学教育への展望を開こうとしている。 

 本論文は全 9 章から構成されている。まず，序章では，本研究テーマに着眼した経緯と

して，日本特有の教育環境下にあるインターンシップの社会的背景と，大学，企業，政府

など異なる立場の人々による複数の価値の混在という問題が説明されている。第 1 章では，

本研究の理論的背景となる学びに関する先行研究を概観し，また，日本のインターンシッ

プに関する研究を整理した上で，研究課題を特定し，研究の概要を述べている。研究課題

は，1. 外国人留学生はインターンシップに参加して何を学ぼうとしたのか，2. 実習生はイ

ンターンシップの実践過程でどのように学んだのか，1) ビジネス領域の中でどのように道

具を使い，その操作を通してどのような内的表象を手に入れるのか，2) どのような他者と

の相互交渉を通して，アイデンティティを形成，再形成するのか，3. 実習生はインターン

シップで何を学んだのかである。研究協力者は，東京都内の同一私立大学に在籍する学部

外国人留学生 11 名で，分析には彼らから収集した複数のパーソナル・ドキュメントが多元

的に使用されている。 

 第 2 章では，実習期間全体の学びのプロセスを大枠として踏まえて，研究課題 1 および 3

について社会文化的なマクロな要因と個人のミクロな思考との相互作用を時空間の移動と

いう切り口から検証し，外国人留学生にとってのインターンシップへの参加の意味を明ら

かにしている。第 3 章から第 6 章までは，実習期間内の学びの事例を取り上げてさらに詳

細に分析し，研究課題 2 および 3 の解明を試みている。 

 このうち，第 3 章と第 4 章では，個人と対象世界とを媒介する「道具」に焦点を当てて

いる。第 3 章では，社会科学専攻の実習生の個人と実践を媒介する概念的道具としてのこ

とばを中心に，第 4 章では，技術に関わる理工学系専攻の実習生が用いる物理的道具を中
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心に検討している。第 5 章および第 6 章では，個人と実践を媒介する「他者」に焦点を当

て，社会科学系専攻の実習生の学びを検証している。第 5 章では，企画プロジェクトのチ

ーム実践共同体を構築していく過程での他者との相互行為を通した学びの軌跡を追い，第 6

章では，社会科学系専攻の実習生が，既存の企業組織に参入し垂直的な関係にある社員や

経営者および顧客とアイデンティティ交渉をする過程について考察を展開している。 

 第 7 章では，総合的な考察および外国人留学生，大学，企業に向けての提言がなされて

いる。社会文化歴史的な時空間の交差にあるインターンシップでの学びとは，真正な企業

の状況に埋め込まれた多様な道具や他者との相互行為を通して，共同体の特性を反映した

知識や技術をわがものとし，「なりたい自分」になっていく全人格的な変容の過程であるこ

とが示されている。職業領域に入ることでそれまで無自覚に身に付けていた他律的な学習

態度がほぐされ，実践の中の複雑な境界を生成，解消しながら，状況や他者に応じて行動

できる自律性などの資質が高まっていく様相が明らかにされている。 

最後に終章では，本研究の意義と限界，今後の課題が述べられている。 

 

 

論文審査要旨 

本研究の著者は，国内企業のインターンシップに参加した学部留学生の学びとその過程

を半構造化インタビューや質問紙調査，実習報告書の記述をもとに，複数の研究理論を多

元的に組み合わせた手法である「トライアンギュレーション」（Denzin 1978）を応用し分

析・考察した結果を，ホリスティックな視点から精緻に描き出している。従来，定量的研

究で分析されがちであったインターンシップにかかわる研究を，新たな視点である社会文

化的アプローチから分析し，日本企業での留学生の「学び」の解明に意欲的に取り組んだ

研究と言える。その意味から，本研究のようにインターンシップ参加者の学びを彼らがお

かれた社会文化的文脈の諸要素との関係性を通して克明かつ精緻に追跡した研究がもたら

す学術的意義は大きい。多言語化・多文化化が急速に進行し，ビジネス環境における大き

な変動を経験している企業関係者，そして日本語教育を含む教育に携わる者にとっても，

学生の大学内外における学びと，社会をどのように連結していくべきか，そのうえで参考

となる点は少なくない。本論文は，その学術的分析・考察の完成度はもとより，大学教育

および実社会に及ぼすインパクトの大きさという点においても高く評価される。同時に，

本研究の著者が今後も自立して研究活動を行うに足る資質を備えた研究者であることを十

分に証明していると言える。 

 

 

口頭審査要旨 

 公開試問の最初の 30 分間は，執筆者本人がパワーポイントを用いて口頭発表を行った。

研究の背景，研究課題，研究概要（対象者，データなど），理論的枠組み，分析方法，考察 
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審査の結果，本論文は博士論文としての水準を超えた優れた研究であること，執筆者本

人が博士号の学位を授与するに十分な学術的知識，および，今後自立して研究を継続発展

できる能力を有することが確認され，審査委員会委員 4 名が全員一致で合格と判定した。

公開試問当日は，桜美林大学院（修士課程および博士課程）の在校院生，修了生，学外か

らの出席者など合計 12 名が出席した。 

結果，結論，本研究の限界，今後の課題など，わかりやすい視覚資料を提示しながら，論

文について詳細な説明を行った。 

試問後半の 30 分は質疑応答であった。審査委員会の副査 3 名より，上述の論文審査要旨

に沿って指摘や質問があったが，本人は質問に対して落ち着いた態度で答え，自身の研究

領域に関する学術知識を十分に有していることが認められた。副査より，今後の研究のさ

らなる発展に向けて「分析結果記述の多重性・複層性を示すことの重要性」「留学生のイン

ターンシップの＜教育的機能＞の維持と向上に繋がる具体的な活動の提案と実践の緊急

性」などが提案された。 


